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　　　雪原カーニバル’97

　スノーキャンドルが点火、ハッピーアタック

そして沖縄県仲里村の皆さんの琉球芸能が・

披露され、メモリー花火が打ち上げられた

カーニバル、今年も最高でした。

この広報紙は、再生

紙を使っていますb
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村
の
総
合
開
発
計
画
及
び
墓
本
計

画
に
基
づ
い
て
、
魅
力
、
活
力
の
あ

る
村
づ
く
り
、
若
者
が
定
着
し
安
心

で
ぎ
る
村
づ
く
り
、
温
も
り
、
安
ら

ぎ
、
文
化
的
な
生
活
が
営
ま
れ
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
取
り
組
み
、
昨
年

は
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
を
は
じ
め
、
総
合
温
泉
保
養

施
設
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
の
オ
ー
プ
ン
、

清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
開
始

が
で
き
ま
し
た
。

　
凹
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
福
祉
施
設
の
整

備
、
農
業
を
は
じ
め
、
産
業
経
済
の

活
性
化
、
定
住
人
口
、
交
流
人
口
対

策
等
、
幾
多
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
が
、
村
行
政
執
行
に
つ
い
て
は
、

乏
し
い
自
己
財
源
の
中
、
地
方
交
付

税
及
び
起
債
に
た
よ
る
財
政
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
経
費
全
般
に
つ
い
て

節
減
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
極
力

健
全
財
政
に
努
め
、
地
域
住
民
の
福

祉
の
充
実
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
な

ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
平

成
9
年
度
当
初
予
算
が
組
ま
れ
ま
し

た
。　
こ
の
予
算
に
つ
い
て
は
3
月
5
日

か
ら
開
催
さ
れ
た
第
1
回
村
議
会
で

可
決
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

入歳

その他
106，750千円
（2．4％）

前年比1．1％

村税　　＼
654，800千円
（14．7％）

前年比1．7％

自　、

』L王　　52密難
前年比△33．9％財
　
源
その他291，201千円
駄（6．5％）／

依

．
夢

源財

国庫支出金一
123，024千円
（2．8％）

前年比△71．5％

　　　　　灘
　　　懸　　灘
　繋

　難前

存

県支出金
323，310千円
（7．1％）

前年比△34．6％

　
平
成
9
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
4
4
億
6
千
2
百
万
円
で
対
前
年

比
2
1
・
7
％
の
減
で
す
。
特
別
会
計

は
2
2
億
7
千
6
百
34
万
円
で
前
年
比

n
・
5
％
減
に
な
り
ま
し
た
。
予
算

総
額
で
は
、
6
7
億
3
千
8
百
34
万
円

で
前
年
比
1
8
・
5
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　
減
の
主
な
要
因
と
し
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
「
若
者
定
住

等
促
進
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
「
貝
野
小
体
育
館
給
食
棟
改
築
」

の
終
了
、
特
別
会
計
は
下
水
道
会
計

の
事
業
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

一

　　　　　簸

　　　　羅
　　鞭　難　灘灘

一
般
会
計
】

出歳

一その他
　　　113，810千円（2．5％）

　　　　　前年比△26．1％
民生費
888，769千円
（19．9％）

前年比108．8％

平成9年度一般会計

村民1人当たりの予算額

712
　円

民生費
888，769千円（19．9％）

前年比108．8％

　　　／教育費
389，500千円（8．7％）
　　前年比△54．7％　　　　　　　　　　　総務費
　　　　　　　　　　　　簾　　　　　　661，296千円
　　　　　公債費　　　　　　　　　　　（14．8％〉

　　　　559，776千円　　　　　　　　前年比△56．2％
　　　　（12。5％）

　　前年比10・4％　　土木費　農林水産費

　　　　　　　　568，496千円　656，179千円
　　　　　　　　（12．7％〉　（14．7％〉

　　　　　　　前年比△28．4％前年比102．4％

（H8．4．1人口6，641人）（H9．4．1人口6，623人）

消防費
124，753千円
（2．8％）

前年比4．2％

衛星費
381，614千円
（8．6％）

前年比4．1％

2



　
村
税
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
税
の

償
却
資
産
の
大
臣
配
分
と
評
価
替
え

に
よ
る
家
屋
分
を
減
、
住
民
税
の
所

得
割
の
増
、
そ
れ
に
入
湯
税
の
増
を

見
込
み
前
年
対
比
1
・
7
％
増
と
な

り
ま
し
た
。
繰
入
金
の
減
は
宮
中
温

泉
保
養
施
設
整
備
事
業
や
貝
野
小
学

校
体
育
館
等
の
事
業
終
了
に
伴
う
も

の
が
大
き
い
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
の
基
金
繰
入
金
は
都
市

農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に
ふ
る
さ

と
基
金
、
，
下
水
道
整
備
の
た
め
に
環

境
整
備
基
金
、
村
道
改
良
や
特
養
老

人
ホ
ー
ム
建
設
に
建
設
基
金
、
貝
野

小
学
校
屋
体
給
食
棟
外
構
工
事
に
教

育
施
設
基
金
を
充
て
、
更
に
減
債
基

金
と
財
政
調
整
基
金
、
中
山
間
地
域

活
性
化
推
進
基
金
の
取
崩
し
を
し
、

前
年
比
3
3
・
9
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
国
庫
支
出
金
が
前
年
比
に
お
い

て
大
幅
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
貝
野
小
学
校
屋
体
給
食
棟
改
築

事
業
に
伴
う
減
で
す
。

　
県
支
出
金
の
減
は
、
都
市
農
村
交

流
促
進
セ
ン
タ
ー
建
設
の
増
も
あ
り

ま
す
が
、
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
開

削
事
業
終
了
に
よ
る
も
の
が
主
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
村
債
は
、
若
者
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ど
貝
野
小
学
校
屋
体
改
築
事
業
の

終
了
が
大
き
く
影
響
し
ま
し
て
、
今

年
度
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
建
設
に
よ

る
借
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
が

52

・
1
％
と
大
幅
な
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

◆
総
務
費
関
係

　
行
政
改
革
，

　
克
雪
住
宅
普
及
促
進

　
地
域
ぐ
る
み
除
雪
活
動
推
進

　
行
政
改
革
を
引
き
続
き
大
綱
に
そ

っ
て
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
は
、
昨
年
同

様
施
設
管
理
委
託
費
を
計
上
し
ま
し

た
。
克
雪
対
策
と
し
て
は
引
き
続
き

克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
を
行
い
ま

す
。
本
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
除
雪
を
行
う

地
域
を
対
象
に
、
村
が
小
型
除
雪
機

を
貸
与
し
て
生
活
環
境
の
安
全
と
向

上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
社
会
福
祉
費
関
係

　
特
養
老
人
ホ
ー
ム
建
設

　
障
害
者
及
び
高
齢
者
住
宅
整
備
資

　
金
貸
付
事
業

　
5
0
床
規
模
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
今
年
度
か
ら
2
年
継
続
で
建
設

し
ま
す
。
施
設
内
容
は
、
管
理
部
門

を
1
階
、
居
室
部
門
を
2
階
、
一
部

3
階
建
て
延
べ
床
面
積
3
、
3
0
8
・

7
2
㎡
の
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
0
床
の
付
属
と
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
運

営
体
制
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
障
害
者
及
び
高

齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
を
実

施
し
、
居
宅
に
お
け
る
福
祉
の
増
進

を
図
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
保
育
所
は
施
設
の
老
朽
化
の
改
善

に
努
め
ま
す
。
少
子
化
対
策
の
ウ
ェ

ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
報
奨
金
制
度
を
継
続

し
ま
す
。

◆
保
健
衛
生
費
関
係

　
骨
粗
　
症
予
防
事
業

　
中
里
村
母
子
保
健
計
画
作
成

　
最
終
処
分
場
建
設

　
高
齢
者
が
増
加
す
る
な
か
で
「
骨

粗
霧
症
予
防
事
業
」
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
母
子
保
健
法
の
政
正
に
よ

り
、
本
年
度
、
中
里
村
母
子
保
健
計

画
を
作
成
し
、
す
こ
や
か
に
産
み
育

て
る
環
境
づ
く
り
と
次
期
世
代
を
に

な
う
健
康
な
体
づ
く
り
の
基
本
を
築

き
ま
す
。

　
環
境
面
に
つ
い
て
は
、
津
南
地
域

衛
生
施
設
組
合
の
施
設
の
一
環
と
し

て
平
成
9
年
度
と
1
0
年
度
の
2
ケ
年

継
続
と
し
て
最
終
処
分
場
の
建
設
を

行
い
ま
す
。
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業

と
コ
ン
ポ
ス
ト
助
成
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

◆
農
林
費
関
係

　
都
市
と
農
村
と
の
交
流
施
設

　
新
潟
米
生
産
体
質
強
化
事
業

　
林
道
整
備

　
新
生
産
調
整
推
進
対
策
事
業
は
、

と
も
補
償
制
度
を
活
用
す
る
た
め
推

進
協
力
費
を
予
算
計
上
し
村
に
割
り

当
て
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
達
成
に

努
め
米
価
の
維
持
に
よ
る
稲
作
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
は
、
中
山
間
地
域
活
性

化
総
合
対
策
事
業
・
「
新
潟
米
」
生
産

体
質
強
化
事
業
に
よ
り
施
設
整
備
や

機
械
導
入
を
は
か
り
、
や
る
気
農
家

の
支
援
と
担
い
手
農
家
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
農
地
関
係
事
業
は
、
県
営
圃
場
整

備
事
業
は
、
国
道
1
1
7
号
か
ら
干

溝
地
内
を
結
ぶ
連
絡
道
及
び
宮
中
堀

之
内
地
区
の
面
工
事
と
連
絡
道
を
実

施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
広
域
農

道
整
備
事
業
は
、
4
号
線
高
道
山
か

ら
上
山
台
地
に
向
か
っ
て
開
設
を
実

施
し
ま
す
。

　
林
道
は
、
、
中
魚
沼
丘
陵
線
開
設
工

事
を
は
じ
め
新
屋
敷
線
開
設
、
西
方

線
舗
装
を
公
共
林
道
事
業
と
し
て
整

備
し
小
沢
東
山
線
、
小
松
沢
線
を
県

単
改
良
事
業
と
し
て
継
続
整
備
し
、

林
道
網
の
整
備
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

村
行
造
林
の
保
育
事
業
も
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　
新
山
村
振
興
事
業
の
柱
と
な
り
ま

す
「
都
市
と
農
村
と
の
交
流
施
設
」

は
、
本
年
度
は
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
建
設
場
所
は
芋
川
地
内
と
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
施
設
づ

く
り
と
同
時
に
農
産
物
の
販
売
や
農

村
文
化
の
伝
承
の
場
と
し
て
も
利
用

で
き
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
寄
与

さ
れ
る
も
の
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
清
田
山
自
然
運
動
公
園
の
敷

地
を
利
用
し
て
今
年
も
コ
テ
ー
ジ
ー

棟
を
設
置
し
滞
在
型
の
利
用
者
を
増

や
し
、
採
算
性
の
と
れ
る
施
設
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。◆

商
誕
観
灘
叢
関
係

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
瀬
戸
渓
谷
よ
り
上
流
を
清
津
峡
地

区
と
考
え
、
首
都
圏
か
ら
の
玄
関
口

と
し
て
観
光
客
の
二
ー
ズ
に
合
っ
た

整
備
を
進
め
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

導
入
し
、
観
光
宣
伝
の
み
な
ら
ず
村

全
体
の
情
報
発
信
を
行
い
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
向
上
と
交
流
人
口
の
拡
大

を
は
か
り
ま
す
。

　
清
津
ス
キ
ー
場
は
、
予
定
ど
う
り

9
月
完
成
、
1
2
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け

平成9年4月10日広報なかさと3



進
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
村
と
い
た

し
ま
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
方
産
業
育
成
資
金
を
は
じ
め

村
単
の
商
工
信
用
保
証
料
補
助
及
び

中
小
企
業
振
興
資
金
借
入
利
子
補
助

を
引
続
き
行
い
、
中
小
企
業
の
近
代

化
・
経
営
安
定
を
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
経
費
と
商
工
会
活
動
強
化
の

た
め
補
助
金
を
引
き
続
き
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

◆
士
本
費
関
係

　
道
路
台
帳
整
備

　
村
道
改
良
、

　
国
道
改
良
事
業
は
、
国
道
1
1
7

号
（
山
崎
～
上
山
間
）
の
道
路
改
良

工
事
を
完
了
し
ま
す
。
ま
た
引
き
続

き
七
川
橋
の
拡
幅
架
け
替
え
工
事
を

継
続
し
て
進
め
ま
す
。
国
道
3
5
3

号
は
、
通
り
山
地
内
か
ら
山
崎
地
内

ま
で
の
歩
道
新
設
工
事
を
引
続
い
て

進
め
ま
す
。
又
、
長
年
の
懸
案
事
業

で
あ
る
3
5
3
号
バ
イ
パ
ス
（
山
崎

～
小
原
間
）
『
の
道
路
改
良
事
業
の
調

査
、
設
計
費
の
予
算
配
分
を
い
た
だ

き
新
規
採
択
に
向
け
て
積
極
的
に
一

路
遭
進
い
た
し
ま
す
。
猿
倉
ト
ン
ネ

ル
の
拡
幅
工
事
は
今
年
度
完
了
し
ま

す
。
　
県
道
改
良
事
業
は
、
小
千
谷
十
日

町
津
南
線
改
良
に
お
い
て
は
、
事
業

採
択
2
年
目
に
あ
た
り
地
域
の
生
活

道
路
改
良
事
業
と
し
て
積
極
的
に
早

期
着
工
に
向
け
て
物
件
用
地
買
収
を

進
め
ま
す
。
中
深
見
越
後
田
沢
停
車

場
線
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
用
地

買
収
を
行
い
、
一
部
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
緊
急
地
方
道

整
備
事
業
重
地
地
内
で
の
継
続
事
業

は
物
件
用
地
買
収
と
一
部
改
良
工
事

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

清
津
公
園
線
は
、
小
出
地
内
に
お
い

て
本
年
も
物
件
用
地
買
収
を
行
い
一

部
着
工
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
ン

ネ
ル
開
削
工
事
は
継
続
事
業
と
し
て

本
年
度
は
完
了
の
予
定
で
す
。

　
村
道
改
良
舗
装
事
業
に
つ
い
て
は
、

県
代
行
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
重
地

小
出
線
は
西
田
尻
集
落
へ
の
取
付
け

道
路
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
又
、

村
道
干
溝
市
之
越
線
は
継
続
し
て
臨

時
交
付
金
事
業
で
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
他
単
独
の
改
良
事
業
と

し
て
村
道
荒
屋
田
沢
線
他
五
路
線
を

予
算
計
上
し
実
施
し
ま
す
。

　
災
害
復
旧
事
業
で
は
、
七
ッ
釜
の

継
続
事
業
が
実
施
さ
れ
本
年
完
了
し

ま
す
。
村
道
で
は
、
2
ヶ
所
の
災
害

復
旧
工
事
を
雪
消
え
と
と
も
に
着
手

し
ま
す
。

◆
消
防
費
関
係

　
本
年
度
は
、
防
火
水
槽
1
基
、
小

型
ポ
ン
プ
2
台
、
災
害
救
助
用
機
械

2
組
と
毛
布
百
組
等
の
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
広
域
消
防
に

お
い
て
は
、
津
南
分
遣
所
と
中
里
詰

所
を
統
合
し
た
南
分
署
が
4
月
よ
り

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
教
奮
費
関
係

　
小
中
学
校
連
携
事
業

　
生
涯
学
習
推
進

　
調
和
の
と
れ
た
心
豊
な
人
問
育
成

を
図
る
た
め
、
各
学
校
の
環
境
施
設

整
備
と
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
べ

く
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　
従
来
か
ぢ
進
め
て
い
た
小
・
中
学

校
連
携
事
業
に
あ
っ
て
は
、
学
校
現

場
の
ゆ
と
り
と
同
時
に
、
児
童
生
徒

の
学
力
・
基
礎
実
技
の
向
上
を
図
る
、

た
め
、
学
習
相
談
員
の
設
置
及
び
部

外
指
導
者
の
要
請
費
な
ど
を
充
実
し

ま
し
た
。

　
小
学
校
教
育
は
、
生
活
科
関
連
事

業
及
び
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
及
び
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

に
よ
り
、
体
験
学
習
や
小
規
模
校
の

集
合
学
習
等
、
個
性
的
学
校
運
営
を

通
し
て
学
ぶ
教
育
の
推
進
を
し
ま
す
。

中
学
校
教
育
は
、
7
年
度
よ
り
い
き

い
き
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
を
実
施
し
、
ま
た
引
き
続
き
外

国
人
英
語
指
導
助
手
に
よ
る
語
学
教

育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
関
係
は
、
平
成
9
年
度

に
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
を
進

め
る
と
共
に
な
か
さ
と
ト
キ
メ
キ
大

学
を
柱
に
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

一
体
と
な
っ
た
社
会
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
傾

向
の
な
か
で
、
小
学
生
か
ら
指
導
の

機
会
を
設
け
、
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
り
ま
す
。

平成9年度特別会計
村民1人当たりの予算額

倉俣診療所
76，900千円

　（3．1％）

（昊臨41人）（昊謡23人）

歯科診療所
42，400千円

　（L9％）

　
国
保
事
業
会
計
は
、
新
た
に
「
国

保
総
合
健
康
づ
く
り
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。
各
行
政
部
門
と
の
ド
ッ
キ

ン
グ
を
図
り
、
保
健
・
福
祉
・
医
療

を
含
め
た
総
合
的
な
住
民
健
康
づ
く

り
の
視
点
に
た
っ
て
、
保
健
事
業
の

水
準
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
財
源
確
保
と

4



　　　　平成9年度主要事業
◆一般会計 （単位：千円）

事業名
減債基金積立
克雪住宅普及促進

地域ぐる轟除雪活動推進事業

特別養護老人ホーム建設

ウェルカムベビー報償金

身障・老人住宅整備資金貸付

新生産調整推進
「新潟米」生産体質強化

県単農林氷産総合振興

園芸施設化促進緊急対策

中出聞地域活牲化総合対策

中田間地域濡牲化推進薄策

村単特産農産物育成事業

県営広域営農団地整備

県営ほ場整備
県営ため池等整備事業

薗営農駕地開発僕還金積立

県営地すべ喰薄策

中幽間地総奮整備

広域基幹撚道開設

饗共林道舗装
螢共林道開設
県　単撚－道

森林総合整備

新幽慰振興

載単観発施設整備

纈鶉籍一慕潔餐構報発欝事業

道躇台帳整備
塘秀道整備臨騰交欝金事業

糧　道　酸　良

残圭処理場造成
県営道蹟事業負担金

仲塁蒋交灘
撫中業校連携事業

小学校施設改修
中里中掌校英語i旛導助蓄

水力難電施設凋週地域交付霊

業盤ス潔驚膨奨励墓金活羅

火材脊成事業
翼灘黎翅璽滋繋獅藁新

盤涯業習推進

事業．概要

克雪住宅建築補助　補助率17．6％　50件

除雪機会貸与3台

法人設立、実施設計、建築工事（平成9～10年）

第3子以降出産者に対する報償金

身障者・老人世帯住宅改築資金貸付

コンバイン2台購入補助（農業機械銀行）

園芸生産地形成（中里村そ菜組合）

パイプハウス・灌水施設・防風施設

やるき農家支援型、施設整備、機械導入

試験研究、通年栽培、重点事業推進

砂床育苗試験補助

広域農道負担金

県営事業負担金

土地改良区補助金

東田尻換地

東田尻ほ場整備、集落道整備

中魚沼丘陵線　開設300m、舗装680m、用地買収

西方線L＝800m（全体L二2845m）

新屋敷線L＝220m（全体L＝5100m）

小沢東山線　改良L＝180m

小松沢線　法面改良

下刈4．4ha除間伐22．3ha枝打13．6ha

清田山自然運動公園コテージ

農村都市交流促進センター　芋川地内

看板4基、瀬戸渓谷整備、清田山公園進入路舗装

インターネットホームページ作成

干溝市之越線　L＝200m

清田山線物件補償

荒屋田沢線190m

田中山手線　40m

総合センター通線　25m

上山山崎線　72m

倉下土倉線調査設計

重地

ふるさとづくり道路事業他

沖縄県中里村との児童交流

学習対策の推進、指導員1名、共通テスト

貝野小外溝、倉俣小耐震調査

英語指導助手1名

総合センター　外構工事

団体・事業助成

人材育成助成

定期12回、ミュージック6回

事業費

60，000

22，000

4，734

421，000

1，rOO

7，500

9，910

21，000

12，075

16，125

20，000

100，000

43，000

103，000

217，000

17，500

　880
8，000

109，000

1，000

40，000

2，000

4，552

34，000

3，860

14，000

1，600

1，000

1，754

2，009

　
倉
俣
．
歯
科
の
両
診
療
所
は
、
補

助
事
業
に
よ
る
施
設
整
備
に
努
め
ま

し
た
。
今
後
と
も
村
全
体
と
し
て
の

診
療
活
動
や
予
防
活
動
に
積
極
的
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
両
診
療
所
と
し

て
も
、
高
齢
者
介
護
に
お
け
る
ケ
ア

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
中
央
地
区
の

区
域
拡
張
工
事
と
下
水
道
事
業
関
連

補
償
工
事
、
倉
俣
地
区
の
県
道
改
良

工
事
に
よ
る
歩
道
内
へ
の
配
水
管
の

伏
設
及
び
各
地
区
施
設
の
水
源
対
策

工
事
及
び
漏
水
対
策
工
事
を
行
い
、

地
域
住
民
に
安
定
し
た
給
水
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

し
て
、
医
療
費
適
正
化
特
別
対
策
補

助
事
業
等
も
継
続
実
施
し
、
保
健
婦

活
動
を
支
援
、
積
極
的
に
疾
病
予
防

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
老
人
保
健
会
計
は
、
高
齢
者
の
人

口
が
毎
年
1
0
0
人
位
の
割
合
で
増

加
し
、
医
療
費
は
年
間
1
億
円
べ
ー

ス
で
伸
び
て
お
り
ま
す
。
福
祉
・
保

健
・
医
療
等
と
連
携
を
図
り
、
医
療

費
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
平
成
5
年
度
よ

り
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
浄
化
セ
ン

タ
ー
が
平
成
8
年
度
で
通
水
式
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
加
入
者
の
水
洗
化
工
事

の
た
め
に
改
造
費
等
の
資
金
預
託
事

業
費
、
ま
た
下
水
道
施
設
維
持
管
理

費
等
、
供
用
開
始
に
伴
う
経
費
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
管

渠
工
事
を
継
続
し
供
用
区
域
の
拡
大

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
の
流
入

量
が
増
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
オ
キ
シ
デ
ィ
シ
ョ
ン

デ
ィ
ッ
チ
槽
の
増
設
を
1
0
度
建
設
す

る
た
め
の
設
計
委
託
を
実
施
し
ま
す
。

◆特別会計【簡易水道】 （単位：千円）

事　　業　　名 事　　業　　概　　要 ’事業費

統　合　事、業 芋川新田、桔梗原供用開始、配水管、電気計装
⇔一鱗”一〇畢⇔顧⇔一一恥甲鵯噌⇔一〇一一噂嘲騨o⇔顧 聯。一一騨一一一一り一一一一一一甲一一一一甲囎P一。冒一一一一一一一一一一一甲一一一甲9一

筆水道関連配水管敷設替

oい輌一棚購噺騨q』舶り一・レq旺，鼻躰い●り9曽轡軸嶺劇一 甲一一甲甲一一箇一一一一曹曽⇔，聯卿．レー冒一一一曹一卿聯一曹一，一一一甲一一一一一一一冒 138，000
国道改良関蓮配水管敷設替 山崎、上山　L＝1000m
脅噸噂再⇔悼劇，層一卿勲管“一一樽』巨r噂鼻⇔魯り“剛喝頓 一甲甲一9一胃一層一一一甲一一一一〇騨一。り甲一一曹一，一一。甲甲一働一甲騨一曽一一一一

県道改喪関連配水管敷設替 倉俣　L＝400m
鼻南一一〇印噂鱒o椿画鱒騨噌律o一輝r一卿一〇購鼻噛曲L匂 一一一甲一一一一層一。。冒一甲一。一一騨一一一一一一一一一甲9一一一一一響一一一響一一り

漏　水　財　策
●噛【り層唖卿噌⇔噸一四一卿噸騨嚇り崩い騨噂O噌Pゆ鯛』ロr 一一甲一一一一一甲一一一一甲甲一一曹一甲一一一一－一一。一甲騨一一甲聯一。一一聯一ロー， 35，000

水　源　整　備

【下水道】
（単位：千円）

事　　業　　名 事　　業　　概　　要 事業費

補助　開削工2000m
管　　　　　　渠 一一曹一願一一一一甲騨一一一一。一一曹一一甲。一一甲一一一一甲一一一り一一一一一曹一一

単独　普及特別対策
榊q卿嶺・網，一鱒｝り顧●一■一噌r働⇔顧り暑一r噸⇔申 一。一一甲一。，甲一囎一。o一聯一一一噂甲一一一甲一。一甲一一曹一一。一一甲一一一甲一一 321，000

処　　理　　場 補助　設計委託一式
角剛『陣o｝⇔　◎匡むP顧，o　r吟一　噛レ伺卜口q　qr嚇◎甲噸軸』曽舶卜四噌哩rP り一。一一一一一一一甲一一一一一聯一曽一甲甲一。冒甲一一一甲一一一甲甲一一一一需一一一一

残土処理場 単独　管渠、土捨場
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平成8年度推進結果と平成9年度推進計画

村は、平成7年度に行政改革大綱を策定し皆さんにお知らせしましたが、昨年度取り組んだ

内容と、本年度取り組む計画についてお知らせします。

平成8年度推進結果
1．組織機構の見直しについて

　社会等の外部環境変化や新たな行政需要などに対処しうる組織編成を目指して、現在抱え

　ている課題分析と組織機構の見直しについてコンサルを受けました。コンサル結果を資料と

　して、どのような行政組織機構が住民の二一ズに答えられ、また、よりよいサービスを与え

　ることができるのか検討を始めました。

2．委員会等の整理統合廃止について

　19の審議会、委員会を対象とし、2つの委員会で減員が行われました。減員が行われた2

　つの委員会は、農業委員会が1名減、簡易水道運営委員会が5名減です。

3．行政の公平さ、透明性の確保について

　村の条例に基づいて行う処分について公平さ、透明性の確保が求められていましたが、平

　成9年4月1日施行の行政手続条例が制定されたことより、審査基準、標準処理期間が示さ

　れます。

4．定員管理計画に基づく適正化について

　一般行政職員について、定員管理計画に基づく定員管理が求められていますが、昨年2名

　の減員が行われました。

5．住民意見の反映方法について
　広く住民の意見を聞く機会を設け陳情のあり方を検討するため、7地区（地区振興会単位）

　で座談会を開催し意見を聞きました。意見に基づいて陳情の方法が変わります。

平成9年度推進計画
◆昨年に引き続いて取り組むもの

　1．組織機構の見直しについて

　2．委員会等の整理統合廃止について

　3．住民意見の反映方法について

◆本年新たに取り組むもの

　1．補助金の整理合理化について

　2．OA機器の導入整備促進について

3．職員のボランテア活動の推進について

4．小学校の統合について

5．議員定数について

鰹覇騒騨調姻

　　　　　　　　纏
▲行革推進を検討する委員

一

行政改革大綱の内容は、平成8年5月に発行された広報なかさとNα477号をご覧ください。

また、行政改革の推進は職員はもちろんのこと、住民の理解が必要です。



獅
撫匿

“

接，

〈
中
央
が
2
5
万
人
目
の
中
島
く
ん

　
右
が
中
村
さ
ん

　
左
が
南
雲
く
ん

梶
来
奪
季
秀
建

　
　
　
　
．
鍵
麟
醗

　
平
成
8
年
7
月
1
8
日
の
開

業
以
来
、
順
調
な
入
り
込
み

を
し
て
い
ま
す
「
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
」
で
オ
ー
プ
ン
以
来

2
1
7
日
目
の
3
月
2
0
日

（
春
分
の
日
〉
に
来
場
者
2
5

万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
2
5
万
人
目
と
な

っ
た
の
は
、
津
南
町
陣
場
下

の
中
島
拓
馬
く
ん
（
9
歳
）

で
す
。
ま
た
、
2
5
万
人
目
の

前
後
と
な
っ
た
人
は
、
前
が

十
日
町
市
中
条
の
中
村
美
代

治
さ
ん
、
後
が
堀
之
内
の
南

雲
　
翔
く
ん
で
す
。
　
3
人

と
も
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」

に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
足

を
運
ん
で
い
る
よ
う
で
感
想

を
聞
く
と
3
人
と
も
「
び
っ

く
り
し
た
」
と
答
え
い
て
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
5
万
人
達
成
日
の
ク
イ
ズ

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
応
募
総

数
7
6
0
人
の
内
6
3
人
が
正
解
さ

れ
、
中
島
君
、
中
村
さ
ん
、
南
雲
君

の
3
人
が
抽
選
を
行
い
、
み
ご
と
1

等
の
ミ
オ
ン
宿
泊
券
（
2
名
様
分
）

に
本
屋
敷
の
南
雲
節
子
さ
ん
、
2
等

の
食
事
券
に
は
、
埼
玉
県
戸
田
市
の

南
雲
あ
け
み
さ
ん
、
上
山
の
上
原
春

美
さ
ん
、
加
茂
市
の
志
田
陽
子
さ
ん

の
3
名
、
ほ
か
3
0
名
の
み
な
さ
ん
に

3
等
が
当
た
り
ま
し
た
。

　
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
の
入
り
込

み
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
入
り
込

み
が
8
月
1
6
日
の
2
、
7
8
4
人
で

2
、
0
0
0
人
超
入
館
日
は
1
6
日
間

で
す
。
社
長
で
あ
る
山
本
村
長
は
、

「
7
月
1
7
日
で
一
年
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
年
間
利
用
計
画
人
（
1
3

万
人
）
を
は
る
か
に
上
回
る
3
5
万
人

を
超
え
る
推
移
で
す
。
こ
れ
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
客
の
二
ー
ズ
沿
っ
た

対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲社長（山本村長）より記念品が手渡されました。

平成9年4月10日広報なかさと7



手
芸
を
し
な
が
ら

　
　
　
仲
間
と
楽
し
い
語
ら
い

　
干
溝
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
1
3
人

が
3
月
1
0
日
、
花
づ
く
り
を
集
落
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
長
い
冬
の
間
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
な
い
で
仲
間
と
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
楽
し
く
語
ら
い
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
じ
め
た
も
の
な
の
だ
そ
う

で
す
。

　
そ
の
と
お
り
に
セ
ン
タ
ー
の
中
は

笑
い
声
あ
り
の
楽
し
い
語
ら
い
を
し

な
が
ら
一
生
懸
命
に
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
専
用
の
材
料
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
風
呂
敷
を
型
に
切
っ
て
、

縫
っ
た
り
、
巻
い
た
り
の
細
か
い
作

業
を
し
て
、
椿
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

菖
蒲
、
ス
イ
セ
ン
を
作
つ
て
い
ま
し

た
。　
こ
の
花
は
、
集
落
の
薬
師
様
、
鎮

守
様
、
セ
ン
タ
ー
等
に
飾
ら
れ
ま
す
。

ハワイ・ホノルル・

　フイステイバルで
　　　　　　からす踊り

　
J
T
B
が
募
集
し
た
ハ
ワ
イ
・
ホ

ノ
ル
ル
・
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ル
ツ
ア
ー

（
3
月
1
4
日
～
1
9
日
）
に
中
里
村
民

25

人
が
参
加
し
、
か
ら
す
踊
り
を
披

露
し
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
も
ち

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
村
の
P
R
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
全

国
か
ら
3
千
人
が
参
加
し
、
ホ
ノ
ル

ル
で
の
こ
の
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
観

客
は
、
な
ん
と
1
0
万
人
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ハ
ワ

イ
在
住
の
新
潟
県
人
会
と
の
皆
さ
ん

と
昼
食
会
を
す
る
な
ど
楽
し
い
交
流

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

犠
夢夢臨

倦く倦く線飼地域o～夢セo～せマ開業～

　
3
月
22
日
ω
、
ほ
く
ほ
く
線
が
開
業
し
、
十
日
町
駅
周
辺
は

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
大
勢
の
人
出
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
前
9
時
3
5
分
か
ら
ほ
く
ほ
く
線
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
到
着

式
で
は
、
白
川
自
治
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
関
係
者
及

び
一
般
乗
車
客
が
集
ま
る
中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
特
急
は
く
た
か
」
が
十
日
町
駅
に
到
着
す
る
と
ミ
ス

十
日
町
が
運
転
手
に
花
束
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
駅
前
で
は
、
関
係
市
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
の
P
R
コ
ー
ナ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
け
ら
れ
て
お
り
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
里
村
か
ら
も
特
産
品
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
販
売
や
観
光
P
R
に
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

騰聾
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一
百
人
が
ま
ち
を
語
り
合
う

　
「
お
ら
ど
こ
の
魅
力
再
発
見
！
」

と
題
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
3
月
1
6
日
㈲
、
ラ
ポ
ー
ト
十

日
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
よ
り
深
く
地
域
の
魅
力
を
見
つ
め

直
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
圏
域
6
市
町
村
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
思
い
を
寄
せ
る
2

0
0
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。
午
前
は
全
体
会

「
い
っ
し
ょ
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
行

わ
れ
、
6
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
妻
有
郷
・

松
之
山
郷
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま

し
た
。交通安全のお守りと

ランドセルカバー・傘

　
午
後
か
ら
は
分
科
会
「
み
ん
な
で

ト
ー
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
雪
、
農

業
、
食
、
行
政
と
議
会
、
文
化
芸
術
、

姉
妹
都
市
交
流
、
圏
域
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
等
に
つ
い
て
広
域
連
携
の
も
と

で
ど
の
よ
う
に
地
域
お
こ
し
に
活
か

し
て
い
く
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
分
科
会
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報

告
会
「
み
ん
な
で
シ
ン
キ
ン
グ
」
、
参

加
者
同
士
の
自
己
紹
介
や
親
睦
を
図

る
交
流
会
「
わ
い
わ
い
パ
ー
テ
ィ
」

が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
熱
い

雰
囲
気
の
中
で
丸
一
日
の
日
程
を
終

わ
り
ま
し
た
。

　
服
部
総
業
（
如
来
寺
　
服
部
龍
一
）
さ
ん
か
ら
新
小
学

一
年
生
に
入
学
祝
と
し
て
交
通
安
全
の
文
字
が
入
っ
た
お

守
り
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
服
部
さ
ん
は
「
車
を
運
転
す
る
大
人
は
当
然
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
交
通
事
故
に
遭

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
き
た
ら
こ
の
お
守
り
を
カ
バ
ン

な
ど
に
つ
け
て
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
里
村
交
通
安
全
協
会
（
会
長
　
石
沢
義
雄
）

よ
り
上
原
教
育
長
に
今
春
小
学
一
年
生
に
な
る
児
童
に
交

通
安
全
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
と
傘
が
贈
ら
れ
お
く
ら
れ
ま
レ
た
。

開
I
l
翔
蓼
l
l
I
璽
－
翔
I
l
I
I
I
璽
I
I
l
I
蓼
l
ー
ヨ
蓼
I
I
l
聖
雪
I
I
書
I
ー
ヨ
ー
1
一

㎝
巻
の
螢
国
薬
通
寮
金
運
動
購
飼
癒
囲
霧
雛
闇
循
圏
　
皿

摂
騒
歴
屡
匪
匿
曇
畦
匪
ー
睦
塵
懸
塵
匿
睦
陰
雛
匪
唇
馨
嘩
屡
墜
匿
匿
陰
雇
陰
匪
嘩
猛
懸
畦
陰
屡
匿
睦
璽
一

＝

ザイン

　
国
道
1
1
7
号
線
の
役

場
前
か
ら
国
道
3
5
3
号

線
入
口
ま
で
緑
色
の
歩
道

に
赤
や
オ
レ
ン
ジ
、
ラ
イ

ト
グ
レ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

ち
り
ば
め
て
あ
り
ま
す
が

何
の
模
様
か
わ
か
り
ま
し

た
カ
？

　
こ
れ
は
、
村
の
花
「
ユ

リ
」
カ
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

も
の
で
す
。
歩
い
て
い
る

と
少
し
わ
か
り
づ
ら
い
で

す
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ

れ
た
歩
道
を
ち
ょ
っ
と
立

ち
止
ま
っ
て
見
て
く
だ
さ

　叢禦麟霧議険…
　跨勲鍵村民とじて．禦塁慰の塗とを　　　　…

よく知ろう」をテーマに平成8葎慶から初

の試みπなかさとドギ講ギ大学滋を開講じま　　　高，
した。癒内各課から一講座すつ握当してもらい、　　一レ

5回講座を開きました。璽璽粒内外から欝團細50遙

の濾ガ参加拶ていただ遷、延ぺ2聯醤を数詫まじた。

畢成騨嚢慶は6月よ験爵欝翻團のペース認6回開講

　　糞斎藤　勝薮《通縷幽）　　撚辣ソ耀鍵類藩破B来欝

　　熱竃難頭鞍蓬鞭田　囎》　　灘崩柳　皆霧1・鯛楽寺）

　　嚢幽團　盤i藩疑翻　囎）

　　嚢糧幽　欝　　《塾　幽鱗　　糞鈴辮i一紹《璽　地》

　　撚熊鶴　遜鶏疑警醐薪麹鎌　露茨欝葵懲課《警繍i新團
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蔚
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

克
霧
僅
羅
建
設
費
の

　
一
部
嚢
擁
勘
灘
蒙
す

　
村
で
は
、
克
雪
住
宅
の
普
及
を
図

る
た
め
建
設
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。◆
対
象
者

　
村
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は
村

内
に
居
住
す
る
見
込
み
の
あ
る
方
で
、

克
雪
住
宅
（
耐
雪
式
・
融
雪
式
・
落

雪
式
・
高
床
落
雪
式
）
を
建
設
（
新

築
・
増
改
築
）
及
び
購
入
す
る
方
。

◆
補
助
範
囲

　
補
助
の
対
象
は
、
住
宅
の
克
雪
化

に
要
す
る
工
事
費
で
2
5
0
万
円
を

限
度
と
し
、
補
助
率
は
1
7
・
6
％

（
補
助
の
限
度
額
は
4
4
万
円
）
で
す
。

◆
対
象
工
事
費
（
平
成
9
年
度
）

　
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
1
0

年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
完
了
す
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

　
す
で
に
克
雪
化
さ
れ
た
住
宅
の
改

良
工
事
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
間

　
4
月
－
日
か
ら
1
0
月
末
日
ま
で
の

間
で
工
事
に
着
工
す
る
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
間
を
過
ぎ
た
も
の
に
つ
い

て
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
　
管
理
係
ま
で

ち
礫
欝
纏
欝
獺

道
ブ
嚢
灘
礫
繍
灘
慧
灘
蒙
す

　
建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路

審
議
会
で
は
、
平
成
1
0
年
か
ら
の
道

路
整
備
の
方
向
性
や
進
め
方
等
に
つ

い
て
、
昨
年
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー

ト
」
を
作
成
し
、
道
路
利
用
者
で
あ

る
み
な
さ
ん
に
意
見
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
道
路
審
議
会
基
本
政
策
部
会
で

は
、
そ
の
貴
重
な
意
見
を
基
に
、
今

後
の
道
路
政
策
の
方
向
性
や
進
め
方

等
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
「
中
間
と
り
ま
と
め
」

と
し
て
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
も
う

一
度
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
意
見

を
反
映
し
た
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
「
新
た
な
道
路
計
画
」
を
策

定
し
、
政
府
に
そ
の
実
行
を
も
と
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
入
手
し
た

い
方
は
、
次
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
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。
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②
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。

②
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

届
出
後
す
み
や
か
に
上
記
の
登
録

審
査
会
に
お
い
で
く
だ
い
。

③
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午
前
（
早
朝
）
3
時
3
0
分
～
3
時
翻
分
　
1
0
分
閥
、

◆
停
止
区
域
　
　
　
中
塁
村
全
域

◆
聞
い
合
わ
せ
先
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
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1金灘享奨幽晶事萎補助事業申請受付について

◎人材育成事業

1．対象事業

　①事例調査・技術修得事業……地域づくり活動、観光開発推進、特産

　　　　　　　　　　　　　　　品開発、専門技術研修、各種団体活動

　　　　　　　　　　　　　　　研修、国際交流研修
　②講演会の開催

　③同名市町村友好交流事業
2．補助対象経費……・…………・・謝金、旅費、消耗品費、印刷製本費、

　　　　　　　　　　　　　　　通信運搬費、会議費、借上料

3．補助率
　①事例調査・技術修得事業・・…補助対象経費の50％以内（ただし、国内

　　　　　　　　　　　　　　　研修5万円、海外研修20万円を限度）
　②講演会の開催………………・・補助対象経費の70％以内

　③同名市町村友好交流事業……補助対象経費の80％以内

平成8年度実績
　・中里村そ菜組合青年部　　　農業視察研修　中国
　・村山　早苗　　　　　　　　語学研修　　　アメリカ

　・中里村旅料飲店組合　　　　料理と江戸文化の研修　東京

　・中里村地区婦人連絡協議会　女性講演会　　ユーモール

　・中里芸能協会　　　　　　　芸能交流会　　沖縄県仲里村

　・中里村教育振興会　　　　　なかさと交流　沖縄県仲里村

◎文化・スボーツ奨励基金活用事業

1．文化・スポーツ派遣費補助事業

①支給対象……新潟県大会以上に出場するもの

②対象経費……参加料、旅費、保険料

③補助基準……県大会　1人5，000円
　　　　　　　　　関東甲信越大会規模　10，000円

　　　　　　　　　全国大会規模　　　　15，000円

2．文化・スポーツ活動支援事業
①対象事業

　　（1〉パワーアップ事業…………技術向上のために団体が指導者を招請

　　　　　　　　　　　　　　する事業
　　（2）イベント事業………………団体が修得した技術・技能等を大会、

　　　　　　　　　　　　　　講習会、発表をする事業
　（3）活動用具等整備事業

②対象経費

　（1）パワーアップ事業…………謝金、旅費、使用料

　（2）イベント事業………………講演料、旅費、舞台等製作費、印刷製

　　　　　　　　　　　　　　本費、使用料
　（3）活動用具等整備事業………備品業事難購
憲
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プ事業…………対象経費の70％以内30万円限度

業………………対象経費の70％以内50万円限度

整備事業………対象経費の50％以内30万円限度
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社会教育課（保健センター内）　智63－4478

　　国民隼金Q＆叢
　　　　60歳健なっだの羅、そ茜そろ

　　　隼金を受ぽ嚢轟、とi恩雛、鐸金係

縫相談繕行窺たとεる、保険料朱納期

聞が多墜の驚、羅毒金隊受けられな雛ど

書翁れ壕じだ。何が漢撚欝法はあ鰻ま

楚んか2

叢、、難難難難轍懇

要懸奮。その薬建期閥滋蒲集以内鞭場、

β⑧歳瀞韓薩慧魏戴難鎌葱保険料を納め義

ば篭齢墓礎隼金ぽ受ぽ鑛燕諜雛。数お．

発園改鑑驚加戴幾闘撚茶羅灘麟〉る驚

滅．懸齢墓礎鶴金巻愛給懸き懇樋災鑓

つ麟羅．鞠歳磁i達蝶る諜難緩i慧蒲戴耀藤

きる謹濃麟翻襲麟艶。菊歳繭後の爽

ぽ、蕃遅癒騰懸鑓鐵轍麟灘録の保険

料繕懸溝獺關鞍欝懇確認移羅霧る愚輪

騰懸態漢鯛

※礁成壌隼幾勢隼釜保険料鷲謙納潟の

　ある露嚢徽蘇戴憩隼4月30霞ま懇鷹

　納戴滋蒸嚢欝懲蟻。

　　　　　会社しゼ蜘z

　　　　　い桂期間伏
　　　　　出りま御・？
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　～ε3せκ酵（へ　さヌきらδκ乙
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　　　　　◆問い合わせ
　　　　　　教育委員会

平成9年4月10日
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

村内小中学校教職員人事異動
．鞍『欝饗．撫・難il難馨き．

職名・氏　名・転出先（郡市・学校名） 職名・氏　名・旧任校（郡市・学校名）

田沢小学校

校長　小林　武夫（中越教育事務所） 校長　村山　信一（上越教育大付属小）

教諭　三宅　貞司（長　岡・深沢小） 教諭　服部　秀樹（十日町・西　　小）

教諭　小林　由美（十日町・西　　小） 教諭　大島　貴子（中魚沼・貝野小）

高道山小学校

教諭　渡辺　トシ（中魚沼・外丸小） 教諭　塩谷佐紀子（長　岡・四郎丸小）

教諭　小島　誠　（南魚沼・藪神小） 教諭　北川　正昭（柏　崎・半田小）

主事江口　伸子（十日町・八箇小） 主任　金澤　朝子（中魚沼・貝野小）

倉俣小学校

教頭　中沢　久柾（栃　尾・荷頃小） 教頭　青野　正樹（見　附・葛巻小）

教諭　藤下　直人（柏　崎・米山小） 教諭　金沢　章　（栃　尾・栗山沢小）

教諭　荒井　純代（　退　　職　　） 教諭　樋口二三子（中魚沼・津南小）

講師　池田　千秋（　退　　職　　） 　　　　　　　　　’教諭　鶴巻奈緒子（長　岡・宮内小）

養教　田近　美紀（栃　尾・下塩小） 養教　黒坂奈緒美（　新　採　用　）

貝野小学校

教頭　中川　玄忍（小千谷・岩沢小） 教頭　丸山　吉次（長　岡・表町小）

教諭　大島f貴子（中魚沼・田沢小） 教諭　品田　育子（北蒲原・高浜小）

教諭　岩澤　勝　（十日町・十日町小） 教諭　田村　晶子（新　津・金津小）

主事　金沢　朝子（中魚沼・高道山小） 主事　山田　祐子（中魚沼’・清津峡小）

清津峡小学校 ㌧－

教諭　下村依美子（小千谷・池ケ原小） 養教　桜井　類子（中魚沼・橘　　小）

養教　渡辺　喜子（中魚沼・川西中） 主事　石井　美幸（　新　採　用　）

主事　山田　祐子（中魚沼・貝野小）

中里中学校

校長　滝沢　明夫（　退　　職　　） 校長　滝沢　和彦（南魚沼・五十沢中）

教諭　藤木　雅彦（新　潟・内野中） 教諭　武石　弘二（上　越・城北中）

教諭　泉　智循（豊　栄・木崎中） 教諭　井川美智子（十日町・下条中）

養教　涌井　裕子（　退　　職　　） 養教　滝沢　令子（中魚沼・津南中）

千原航平くん（1歳）⑭
正明・由紀子さん夫妻の長男（上山）

　1歳になったぱかりの航平くん。

家の中でおもちゃの車を押したり

して遊んでいます。お風呂に入る

のが好きで、中では水遊びをして

楽しんでいるとのこと。また、犬

が好きなようで外に出て犬がいる

と喜んでいます。

おじいちゃんが一番好きな航平

くんは何でも食べて元気いっぱい

です。中でもバナナには目がない

ようです。

　　　　　　「ふれあい看護体験’97」のお知らせ
　一看護の心をみんなの心に一をメインテーマに今年も「看護の日」「看護週間」の事業として、地域と病院関

係者の交流を通して医療や看護のあり方をともに考えていくきっかけをつくり、患者さんとのふれあいを通し

て世話するζと、看護することに理解と関心を深める機会を提供する．ことを計画いたしました。

◆実施時期　　5月11日（月）～17日㈹の看護の週間の中の一日。

　　　　　　　上村病院では5月14日㈱実施
、◆実施内容　　参加者は看護婦と一緒に半日ないし一日の看護体験をします。

　　　　　　検温・血圧測定、リハビリ介助、食事介助、病院食の試食、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　）　　　　　　新生児の授乳、入浴見学、おむつ交換などのお世話、車椅子

　　　　　斌の試乗体験など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護の心をみんなの心に
◆体験参加者　　サラリーマン、主婦、学生など参加募集に応募され、招待状

◆応募方法

◆応募先

が送られてきた方。

往復はがきに希望の病院名（上村病院）、住所、年齢、牲別、

職業、電話番号を記入のうえ、応募してください。

〒951新潟市州岸町2－11新潟県ナースセンター

5月12日は
看護の日

◆応募者への通知　申込者に招待状を送付します。串込み多数の場合は紬選恥たし談す。

’この機会にぜひ、上村病院での「ふれあ恥看護体験』に挑戦してみてくださ騨。

◆お問合せ先　㈱滋村病院　盈63－2111撞当：総婦長漏舞ま驚
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つくし祭主催：中里芸能協会

◆日時4月27日（日）午前10時一

◆会場ユーモール2F
★ゲスト

　あの有幾な癒嵐の盆劉

　越蝋お菰ら節　欝幽県猟尾購の紫様
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◆
　
　
　
◆
　
　
　
　
◆

総務課　財　　政　　係　　長　富井　英雄（建設課　管理係長〉

主　　　　　　　査　廣田　公男（総務課　主任）

主　　　　　　事　滝澤　直子（建設課　主事）

税務課　課　長　補　　佐上原　　健（民生課　課長補佐）
主　　　　　　　任　吉楽　芳広（開発課主任十日町広域事務組合出向）

民生課　課　　長　　補　　佐　富井　博一（税務課　課長補佐）

保健衛生係長　鈴木　照蔵（倉俣診療所　係長）
主　　　　　　　任　桑原　規子（学校教育課　主任〉

主　　　　　　事　滝澤　　進（開発課　主事㈱なかさと出向）

主事（倉俣診療所）　高橋　美子（民生課　主事）

南　保育所長　山本　ユリ（倉俣保育所長）
中里保育所長　村山ミドリ（貝野保育所長）
倉俣保育所長　藤田　恭子（清津峡保育所長）
貝野保育所長　樋口　正子（南保育所長）
清津峡保育所長　桑原テル子（中里保育所長）
中里保育所主任保母服部　真子（倉俣保育所主任保母）

倉俣保育所主任保母　山田　良子（南保育所主任保母）

南保育所保母　井ノ川ゆかり（貝野保育所保母）
中里保育所保母　五十川百合枝（清津峡保育所保母）

貝野保育所保母　山本恵美子（中里保育所保母）

環境課下水道係　長　富井和男（社会教育課社会教育係長〉
開発課　課　　　　　　　長　藤田　寿平（農林課　課長）

■

企画開発係長　廣田　　孝（環境課　下水道係長）
主査（十日町広域事務組合出向）村山　　博（農林課　主任）

主　　　　　　　任　太嶋　正司（民生課　主任）

農林課　課　　　　　　　長　富井　一男（開発課　課長）

主　　　　　　　任　滝澤　徳治（開発課　主任）

主　　　　　　　事　江口　直美（税務課　主事）

建設課　主　　　　　　査　井ノ川重幸（建設課　主任）

主　　　　　　　任　江口　　登（社会教育課　主任）

教育委員会学校教育課

副　　　参　　　事　桑原　一男（学校教育課　庶務管理係長）

’主　　　　　　任　滝澤　栄子（総務課　主任）

教育委員会社会教育課

社会教育係長　大島　正平（総務課　財政係長）

獲　』　『
　
　
』
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蠣／小柳き讐子｝如来寺

踊／大田発栄享｝如来寺
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｛樋口良夫　干　溝
根津早枝子　芋　川

｛村山和幸　田　沢
岩田聖子　十日町市

樋口嘉作（91）朴木沢
富　井　辰五郎　（80）上　山

棄　原　英与利　（86）東田尻

南雲福市（87）堀之内
服部トラ（87）如来寺
服部ツル（76）東田沢
樋ロカツ（90）干溝
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。　『

今月の納税と振替日

口国保税（4月30日〉

■国民年金　（4月25臼）

■保　　育　　料　　（4月30日〉

■上下水道料　（4月25日）

●交通事故件数　　　　　　5件

●死　　者　　　　　　O人

●傷　　者　　　　　　5人

●死亡事故ゼロ　　　1，600日

平成9年4月り0日広報なかさと13



　4月15日～5月5臼

カレンダー一

15㈹

16㈱
補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

17休） 村政事務嘱託員会議　合総合センター
（D9：00～

18働
心配ごと相談（廣田和子〉合ディサービスli
センター　（∋13：30～16：00

19ω
ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモールlii
O11：00～11：40

ミュージックプラネ　合ユーモール
（919：30

21（月）

22㈹ 遊ぴの教室　倉総合センター（D9：30～10：00受付

23㈱
胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

補聴器相談（リオン）　合役場
（D13：45～14：00

24休） 胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（98：00～10：00受付

25働

胃がん・大腸がん検診　合保健センター
∈）8：00～10：00受付

3歳児健診　合保健センター
㊦13：00～13：30受付

心配ごと相談（樋口虎治郎）　合ディサービ1
スセンター　（D13：30～16：00
行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16：00

26（土）

つくし祭　合ユーモール　（∋10：00～

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール・
（D11：00～11：40

28（月）

㈹
祝日　みどりの日
黄桜の丘桜まつり　合黄桜の丘（宮中）
（D11：00～

30㈱
2歳児健診　倉保健センター
㊤13：00～13：30受付
補聴器相談（リオン）　倉役場
013：45～14：00

1休） 胃がん・大腸がん検診　合保健センター（D8：00～10：00受付

2働
乳児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30受付

心配ごと相談（山田虎一）　倉ディサービスi
センター　（D13：30～16：00

ω 祝日　憲法記念日成人式　合ユーモール　（∋10：00～

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモールi
㊦11：00～11：40

（月）
祝日　こどもの日

灘雛i簸難灘蝶灘i難難雛鐵騰麟纏灘纏灘鐵難雛叢

　　　　　　　i縫灘灘難難鐵薩雛霧

　　次の料監か引き上げ奮れました
◆上下水道料金

上下水道料金は、8目徴収分より使用料金に1．05を乗じた額を

徴収します。

◆中里村営越後湯沢駅前駐車場料金

これまで一日につき、520円でしたが、4月1日より10円アップ

の一日、530円になりました。

　　　　　自衛書募蘂
平成9年7月採用者の2等陸士・海士・空士を次のとおり募集
します。

◆受験資格者　採用予定月の1日で満18歳以上27歳未満の人。

◆試験科目学科試験・身体検査・適正検査・ロ述試験

◆受付期間随時
◆試験目　4目24日・5月21日
◆問合せ・申込み先　長岡市干歳1－3－27自衛隊長岡出張所

　　　　　　電話0258－33－0256

⑳富田医院禅舗1

⑳中条病院禅講1

⑳①山・医院響講

㊧第二藤巻医牌協1

⑭津南病院葎5謂

⑳㊦山・医院禅購1
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国遵353暑線
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．
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国道353号線において

次による交通規制が行われ

ます。

◆期　間

　4月14日～4月30日

◆規制内容

　全面交通止（時間規制）

◆時　間

　次の時間が全面通行止

になります。

・　8：40～9：00
・10：00～1・0：20

・11：20～11≡40
・13：40～14：00
・15：10～15：30
・16：30～16：50

ブナ　　スギ

3月末現在
（）は前月比

ユ　リ ウグイス

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

4、創意をこらし活力ある村をつくります。

人ロ男3，306人（一9）女3，317人（一13）計6，623人（一22）　世帯数1，637（＋1）
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